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外
国
人
労
働
者
を
安
く
使
う
目
的
（
安
倍
政
権
）

ピ
ン
ハ
ネ
助
長
の
「
入
管
改
正
法
案
」
反
対
！

技
能
実
習
生
の
問
題
に
携
わ

っ
て
き
た
立
場
か
ら
、
法
案

に
対
す
る
意
見
を
述
べ
た

い
。
ま
ず
は
、
外
国
人
労
働

者
の
現
状
を
点
検
し
て
か
ら

議
論
す
べ
き
だ
。
外
国
人
の

就
労
に
つ
い
て
は
、
在
留
資

格
な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
く
制

限
・
管
理
さ
れ
て
お
り
、
17

年

月
末
で
国
内
の
外
国
人

10
労
働
者
は
約
１
２
８
万
人
。

安
倍
政
権
は
、
「
労
働
力
不

足
」
を
理
由
に
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
目

指
す
入
管
法
改
正
法
案
を
今

臨
時
国
会
に
提
出
し
、
成
立

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
立
憲
民
主
党
な
ど

は
「
移
民
政
策
を
転
換
す
る

の
か
？
」
と
強
く
反
発
し
て

い
る
が
、
私
は
そ
の
主
張
に

違
和
感
を
抱
い
て
い
る
。

私
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
人

カンボジア人実習生の人権を守れ！（団体交渉において）

全国一斉労働相談１２月１日（日）～１４日（金）

安心して
働きたい
続けたい

そ
の
う
ち
、
約
23

万
人
（

年
）
が

16

技
能
実
習
生
で
あ

る
。
と
り
わ
け
技

能
実
習
制
度
は
、

諸
外
国
か
ら
「
強

制
労
働
」
「
人
身
売

買
」
「
奴
隷
制
度
」

な
ど
と
厳
し
く
批

判
を
受
け
続
け
て

い
る
。
こ
の
間
の

国
会
審
議
を
通
じ

て
、
徐
々
に
そ
の

実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
が
、

今
年
４
千
人

、
昨

年
は
７
千
人
が
失
踪
し
て
い

る
。
彼
ら
は
、
日
本
に
来
る

際
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
対
し
て

高
額
の
保
証
金
を
収
め
て
い

る
。
そ
の
保
証
金
は
３
年
間

文
句
も
言
わ
ず
働
い
て
返
還

さ
れ
る
。
そ
れ
を
放
棄
し
て

ま
で
な
ぜ
「
失
踪
」
す
る
の

か
。「
失
踪
」
で
は
な
く
、「
緊

急
避
難
」
で
は
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
だ
。
安
倍
政
権
は

外
国
人
労
働
者
を
人
間
と
は

考
え
て
い
な
い
。
安
く
使
う

た
め
だ
け
に
外
国
人
労
働
者

の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
て
い

る
。（
塚
原
久
雄
）

春
闘
方
針
を
提
起
＝
連
合

19
賃
金
底
上
げ
２
％
程
度

＋
定
昇
２
％
程
度

連
合
は
、

月

日
開

11

15

催
し
た
第

回
中
央
執
行

16

委
員
会
に
お
い
て
、

春
19

闘
の
闘
争
方
針
（
案
）
を

第

回
中
央
委
員
会
（

79

11

月

日
開
催
）
の
議
題
と

30
し
て
提
起
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
概
要
】

◆

春
闘
は
、
賃
上
げ
の

19
継
続
に
よ
る
「
底
上
げ
・

底
支
え
」
「
格
差
是
正
」
と

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立

場
に
た
っ
た
働
き
方
」
の

実
現
を
同
時
に
推
し
進
め

る
。

◆
賃
上
げ
要
求
は
、
社
会

全
体
に
賃
上
げ
を
促
す
観

点
か
ら
、
２
％
程
度
を
基

準
と
し
、
定
期
昇
給
相
当

分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相

当
分
）
を
含
め
４
％
程
度

と
す
る
。

◆

継
続
し
た
所
得
の
向
上

と
将
来
不
安
の
払
拭
に
よ

る
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠

で
あ
る
。

◆

闘
争
は
、
足
下
の
最

19
大
の
課
題
で
あ
る
中
小
組

合
や
非
正
規
労
働
者
の
賃

金
を
引
き
上
げ
る
。

◆

構
成
組
織
に
お
け
る
討

議
を
経
て
、

月

日
開

11

30

催
の
第

回
中
央
委
員
会

79

に
お
い
て
、

春
闘
方
針

19

を
決
定
す
る
。

〈
解
説
〉
春
闘
の
基
本
は
、「
要

求
と
闘
い
方
」
。
ベ
ア
を
「
社

会
的
観
点
」
に
す
り
替
え
、

大
衆
闘
争
を
否
定
す
る
「
産

業
報
国
会
」
に
な
っ
て
い
る
。



月
の
労
働
相
談
は
、「
不
利

10
益
変
更
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
内
容
が
不
鮮
明
と

の
声
も
あ
る
よ
う
に
、
一
方
的
賃

下
げ
や
降
格
、
不
当
配
転
な
ど
の

意
味
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

残
業
代
不
払
い

Ａ
さ
ん
は
運
輸
会
社
で
運
転
手

を
し
て
い
て
、
毎
日
３
時
間
以
上

も
残
業
し
て
い
る
が
、
残
業
手
当

を
払
っ
て
く
れ
な
い
。
何
度
も
社

月
の
労
働
相
談
＝
茨
城
ユ
ニ
オ
ン
発

10
残
業
不
払
い
・
辞
め
さ
せ
て
く
れ
な
い

Ｇ
Ｄ
Ｐ
７
～
９
月
期
マ
イ
ナ
ス
（
個
人
消
費
低
迷
）

景
気
回
復
止
ま
る

政
府
は
景
気
を
楽
観

長
に
話
を
し
た
が､

毎
月
の
賃

金
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
繰
り
返
し
、
ラ
チ
が
あ
か
な

い
。
何
か
良
い
方
法
は
な
い
か

と
言
う
こ
と
で
、
ま
ず
労
基
署

に
相
談
に
行
く
こ
と
を
す
す
め

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
場

合
は
、
労
働
組
合
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
し
た
。

辞
め
さ
せ
て
く
れ
な
い

Ｂ
さ
ん
は
建
設
業
の
作
業
員

を
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
で
作

業
が
き
つ
い
の
で
、
辞
め
た
い

の
で
す
が
、
社
長
が
辞
め
さ
せ

て
く
れ
な
い
と
の
こ
と
。
法
律

的
に
は
辞
め
る
の
に､

社
長
の

許
可
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
退

職
届
を
出
せ
ば
良
い
こ
と
で

す
。
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
る

の
か
聞
く
と
、
社
長
に
は
い
ろ

い
ろ
と
世
話
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な

い
と
の
こ
と
。
人
間
関
係
ま
で

立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
自
分
の
体
の
こ
と
を
よ
く

判
断
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

事
故
賠
償
で
毎
月
５
万
円

Ｃ
さ
ん
は
運
輸
会
社
で
運

転
手
を
し
て
い
る
が
、
事
故

を
起
こ
し
て
、
賠
償
金
と
し

て
毎
月
５
万
円
を
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
。
事
故
や
事
件
を
起
こ
し

た
場
合
の
制
裁
の
減
給
は
、

就
業
規
定
の
有
無
に
か
か
わ

ず
、
１
回
の
額
が
平
均
賃
金

の
１
日
分
の
半
額
、
総
額
が

月
給
の
十
分
の
一
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
会

社
側
に
事
故
や
事
件
な
ど
に

よ
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、

％
程
度
の
損
害
賠
償
を
求

25め
る
判
例
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。

出
は
１
・
８
％
減
と
、
五
・

四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
に
。

景
気
実
感
に
近
い
と
さ
れ

る
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
期
比
０

・
３
％
減
。
年
率
換
算
で
は

１
・
１
％
減
で
、
実
質
と
同

じ
く
二
・
四
半
期
ぶ
り
の
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
。

政
府
は
夏
に
相
次
い
だ
自

然
災
害
が
大
き
い
な
ど
し
て
、

個
人
消
費
の
低
迷
を
ぼ
か
す
。

内
閣
府
は
「

～

月
期
は

10

12

景
気
が
『
緩
や
か
な
回
復
』

に
戻
る
」
と
楽
観
し
て
い
る

が
、
個
人
消
費
の
展
望
と
貿

易
摩
擦
問
題
の
影
響
な
ど
景

気
の
先
行
き
に
明
る
さ
は
な

い
。現

在
の
景
気
は
、
低
迷
下

に
入
り
、

年
の
民
主
党
政

12

権
時
よ
り
、
指
数
の
対
比
で

景
気
回
復
は
悪
化
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
内
閣
府
は
、

年
１
月
か
ら
続
く
「
実
感

13な
き
景
気
回
復
」
に
終
止
符

を
打
た
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ

と

年
２
月
（

ヵ
月
）
に
、

19

74

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
抜
き

新
記
録
に
な
る
。

内
閣
府
が

月

日
発
表

11

14

し
た

年
７
～
９
月
期
の
国

18

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
季
節

調
整
値
）
速
報
値
は
、
物
価

変
動
を
除
く
実
質
で
前
期
比

０
・
３
％
減
と
な
り
、
こ
の

ペ
ー
ス
が
１
年
続
く
と
仮
定

し
た
年
率
換
算
は
１
・
２
％

減
だ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
成
長

は
二
・
四
半
期
（
半
年
）
ぶ

り
。
豪
雨
や
地
震
の
影
響
を

理
由
に
し
て
、
労
働
者
に
渡

る
は
ず
の
な
い
企
業
の
搾
取

で
個
人
消
費
は
低
迷
す
る
。

項
目
別
に
み
る
と
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個
人
消

費
が
０
・
１
％
減
と
、
二
・

四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
に

転
落
。
台
風
や
豪
雨
の
影
響

で
旅
行
や
飲
食
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
弱
か
っ
た
う
え
、
野

菜
や
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
高
騰

が
消
費
者
心
理
を
冷
や
し
た
。

景
気
を
け
ん
引
し
て
き
た
輸


